
産地生産基盤パワーアップ事業の取組事例（H29～R1年度：計画作成主体：アルプス地域農業再生協議会） （富山県）

対象品目 ：水稲（産地面積82.3㏊）
主な取組主体：(農)和尚、(農)しただん、

農業者１名
成果目標 ：所得額の10％以上の増加

基準（H28年度） 13,870円/10a
目標（R3年度） 16,072円/10a

導入施設等 ：生産支援事業（リース：(トラクタ、
田植機、コンバイン、乾燥機等))

ポイント

取組成果

【事業実施による直接効果】
①リース支援による初期投資の節減効果

②中心経営体への農地集積が進み、機械
作業の集約化によるコストの削減

【事業実施による間接効果】

①担い手による作付面積が拡大し、生産量
が増加

産地体制

【産地の課題及び取組方向】

地域の中心的経営体への農地集積を進めているが、既存機械の能力不足により、
作業効率が低下し、コストの増加を招いている。そのため、高性能機械のリース
による導入により作業効率の向上及び経営規模の拡大を図り、収益力の強化を見
込む。

地域における独自の取組

営農対策委員会で、JAアルプス米品質向上大作戦等
の活動により営農指導の見える化を図り、適期で適正
な農薬の使用や異常気象に左右されない土づくり運動
等の取り組みにより品質向上、食の安全・安心に取り組
んでいる。

〈主な取組〉

富山県
立山町
下段地区

【産地の体質強化に向けた方策】
①作業効率の向上及び経営規模の拡大を図るため、リース導入を支援
②中心的経営体の機械作業の集約化
③適期作業及び選別による品質向上

222

767

所得額が222％
増加

（達成率767％）

取組の概要

31,012円/10a

Ｈ28 R3R1 R2

目標値
16,072円/10a

（基準年） （目標年）
実績値（所得額）

地域の関係者（立山町、アルプス農業協同
組合、農業関係者等）が一体となり、営農対
策委員会を組織し、栽培技術を指導すること
で販売額の増加が図られる。

13,870円/10a

30,754円/10a


